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九州の縄文時代後晩期における石刃流通
一鈴桶型石刃技法について－
神川めぐみ
１．はじめに
九州の縄文時代後晩期には、「鈴桶型石刃技法（以下「鈴桶技法」とする)」という石刃製作技法が
盛行する。この技法は、石刃技法の中でも薄くて長い石刃を得ることができる両設打面を採用してい
る点から見て、製作技術面において非常に効率的な技法であったといえる。結果的に生産された石刃
は、非常に規格性の高いものとなっている（第１図)。これらの石刃は、剥片錐をはじめとした様々
な剥片石器の素材として利用されたと考えられている。
本技法は、西北九州における良質な黒曜石の産地である佐賀県伊万里市の腰岳の中腹に立地する鈴
桶遺跡の発掘資料をもとに提唱されたものである。腰岳中腹には鈴桶遺跡をはじめとして数箇所の石
刃生産遺跡が存在するが、これらの遺跡からは生活財である土器、石鍍やその他の石器（製品）が出
土せず、本技法に関連する石核や調整剥片、その産物である石刃のみが出士する。これとは対照的に、
九州各地の同時期の遺跡には、若干の石核類を伴う遺跡も存在するが、主に石刃やそれらを加工した
剥片石器のみが出土している(1)。それらの石材には、ほぼ腰岳産黒曜石が使用されていることから、
これらが腰岳中腹に立地する生産遺跡から石刃の形態で供給されたものと推定されている。
このような旧石器時代以外の石刃技法は、我が国では東北地方の一部を除いて発見されておらず、
縄文時代の剥片剥離生産技術において、列島的に見ても特殊なものであることがわかる。また、良質
石材とそれによって製作された製品が一元的に生産され、各地へ流通するという現象は、縄文社会に
おいて普遍的なものではない。よって、この鈴桶型石刃技法による石刃およびその製品の生産と供給
のシステムを解明することは、九州縄文時代後期・晩期の社会の集落や集団の関係を探る上できわめ
て重要といえる。
￣
２．鈴桶技法に対する研究経過と課題
（１）技法の提唱と展開
鈴桶技法が提唱されるきっかけとなったのは、
1961年の日本考古学協会西北九州総合調査特別委員
会（明治大学考古学研究室）による鈴桶遺跡の発掘
調査である。この調査成果として1965年に杉原荘介、
戸沢充則、横田義章によって“九州における特殊な
刃器技法,，として提唱されたのが「鈴桶型刃器技
法」であった（杉原ほか1965)。技法の提唱ととも
！
△
△△ ０１０ｃｍ￣－－－－－
第１図鈴桶型石刃（鈴桶遺跡出土）
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に、技法の復元も試みられており、石刃、石核ともに剥離方向や剥片の形態によってＡ・Ｂ．Ｃの３
群に分類されている。このうち、Ｃ群に分類されたものが周辺遺跡である平沢良遺跡から出土し、旧
石器時代の所産であるとされていた資料と形態的に類似していたこと、鈴桶遺跡から土器がまったく
出土しなかったことから、鈴桶技法は旧石器時代に属するものとして位置付けられた。所属時期に関
しては、後に技法提唱者の１人である横田によって旧石器時代ではなく、縄文時代の所産であると訂
正されている（横田1976）(2)。
鈴桶技法の名称や定義については、その後以下の研究によって改訂され現在に至っている。橘昌信
は、西北九州全体の縦長剥片についての技術的な問題が十分な資料をもって導き出されていないため
に、「鈴桶型刃器技法」に対し「鈴桶型縦長剥片技術」という仮称を与えた（橘1978)。また、西北九
州の縄文時代遺跡において出土する「縦長剥片｣、およびその石核と想定される資料の諸特徴が鈴桶
型刃器に見られるものと合致することから、鈴桶技法と関連するものであるといえることを指摘した。
これ以降、鈴桶技法は縄文時代の石器製作技法として定着していった。
その後、小畑弘己が「鈴桶型石刃技法｣と新たに名称を与えて技法の見直しと再定義を行っている
(小畑2002a)。小畑は、鈴桶型石刃技法によって剥出された石刃を２点の要素によって新たに定義し
ている。１点は、石刃頭部に見られる調整痕であるスリガラス状の擦痕であり、もう１点は石核の稜
を形成（再生）するための調整剥片であるクレステッドフレイクの存在である。これらの要素を踏ま
えて技法の復元が行われた。さらに小畑は新たな定義をもとに、杉原らの行った石刃の３分類のうち、
Ａ・Ｂ類には上述の特徴が見られることから縄文時代の所産であり、Ｃ類にはスリガラス状擦痕は見
られず、加えて腰岳山腹に位置する平沢良遺跡から出土した石刃、石核と形状的に同様の特徴を有す
るために、旧石器時代の所産であるとした。また、同時に黒曜石の風化の進度によって旧石器時代と
縄文時代との時期区分が可能であることを示した。
このような経過を経て、現在鈴桶技法は縄文時代の所産であり、非常に特徴的な石刃製作技法であ
ると認識きれている。本稿では、小畑の用いた「鈴桶型石刃技法」という名称を用いている。これは、
小畑の呼称した「鈴桶型石刃技法」がそれまでの呼称の概念規定を踏まえた上で、新たな視点ととも
に原産地遺跡のみに止まらない、広い視野で定義づけを行っているためである。本稿は原産地遺跡を
基礎としているものの、それを中心とした一元的なものではなく、遠隔地遺跡の様相も含めて技法を
捉えるものでもあり、そのための呼称には鈴桶技法そのものだけではなく、将来的にも鈴桶技法とそ
れを取り巻く要素すべてに対応できるものが相応であると考えたためである。
（２）鈴桶技法研究における現状
技法の定義に関しては、小畑の研究成果もあり近年定着したかに見えるが、技法の詳細な研究はそ
れほど進められていないというのが現状である。既存研究においては、鈴桶型石刃とそれを素材とし
て製作された剥片鍼等の剥片石器との関係にばかり重点が置かれ（片岡1970、下川1973,橘1979,
1980,1982ほか)、技法や石刃そのものに注目することがほとんどなかった。しかも、時期論や分布
論ばかりが先行しており、生産体制や供給・流通のあり方について十分な検討が行われていない。生
産・流通の様相を検討するためには、単に遺跡分布のみではなく、各遺跡内における鈴桶技法関連資
料の構造把握が必要であり、各遺跡間の時間的、空間的な構造の差異を捉えるべきである。さらに、
石刃製作の技術変容についても検討を加えた上で、はじめて総体的な生産・流通の様相の理解に至る
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と思われる。このような研究は現時点では全く行われていない。
（３）論の目的
既存研究の中でも、近年では特に遺跡の分布や共伴土器型式から時期や流通システムに言及するも
のが増加している傾向にある。しかし、これらの根拠として用いられている関連遺跡の集成は十分で
はなく、既存研究のほとんどが原産地である腰岳を中心とした西北九州にのみ焦点をあてたものであ
る。確かに、西北九州では資料がまとまって出土していることから、分析が容易であり、原産地にも
近いため流通の様相などが抽出されやすい。しかし、実際には西北九州以外の地域においても鈴桶技
法関連資料は多く出土している。これらの資料を除いて流通体制について言及したところで技法全体
における様相に到達することは困難である。同様に、時期論についても全体的な関連遺跡集成を行っ
た上で、その中から層位的に信頼の置ける遺跡の資料を抽出して言及されるべきである。また、既存
研究においては、技法の存続時期に関して石刃と共伴土器型式の関係にばかり焦点があてられた状態
で論が展開されているが、同時に技術面の時期的変遷を追及する研究は行われていない。
以上の課題に対処するため、本論では九州内における鈴桶技法関連遺跡再集成を行い、その中でも、
遺構や包含層から出土し、時期が確実な資料を用いて技法の出現から衰退までの時期を明確にする。
そして、製作技術的側面から石刃の技術変容について検討を加えた上で、量的分布、各遺跡における
生産における質的構造差など鈴桶技法の総体的な時期的変遷を求める。その上で鈴桶技法の生産・流
通体制の復元を行うことを目的とする。
３．鈴桶技法の存続時期
（１）従来の時期決定
鈴桶技法の時期に関して、橘は関連遺跡の類型化を通して、鈴桶技法は縄文時代前期後半に出現し、
中期に育まれ、後期に至って生産、流通、消費という石器流通システムが確立され、西北九州一帯に
展開したという仮説を立てている（橘1998)。この中では、技法出現期の根拠として、橘の対象とし
た遺跡において鈴桶型石刃が前期に位置付けられる曽畑式土器と共伴することが挙げられている。し
かし、橘の用いた遺跡は層の堆積が良好でないことから、層位的に信用できないとする指摘もある
(小畑2003)。現段階においては、資料が出土する遺跡の時期から漠然と縄文時代後期に隆盛し、晩期
に衰退していくという認識が定説となっているというのが現状である。
このように、研究者間ではごく漠然とした認識が定説となってしまい、鈴桶技法関連石器出土遺跡
全体や遺構に伴う資料といった、確実に時期を知りうる資料に対する検証は行われていない。よって、
ここではまず九州における鈴桶 第１表スリガラス状擦痕保育率
技法関連石器資料の集成を行い、
その資料を用いて鈴桶技法の存
続時期について再検討したい。 田朋
Ⅲ
妬
四
（２）対象資料の定義
鈴桶技法関連遺跡集成を行う
ためには、対象として抽出する
。潰脳
擦痕あり
(点）
擦痕なし
(点）
計
(点）
擦痕あり
(％）
擦痕なし
(％）
鈴桶遺跡(原産地遺跡） 3４ 2８ 6２ 54.8 35.2
太郎迫遺跡(熊本県） 8０ 4５ 125 64.0 36.0
ワクド石遺跡(熊本県） ８ ５ 1３ 61.5 38.5
妙見遺跡(熊本県） 1５ 1０ 2５ 60.0 40.0
笹尾遺跡(熊本県） 1３ ６ 1９ 68.4 316
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資料の定義を行っておく必要がある。前述したように、鈴桶技法は杉原らの提唱に始まり、近年では
小畑によって定義されている。小畑の定義の要素は、スリガラス状擦痕とクレステッドフレイクの存
在である。しかし、クレステッドフレイクは原則として製作遺跡のみで見られるものであって、技法
関連の遺跡すべてにおいて確認できるものではない。また、鈴桶技法によって製作された石刃すべて
にスリガラス状擦痕が観察されるわけでもない。小畑は、鈴桶遺跡から採集された石核、石刃に対し
てスリガラス状擦痕の有無を観察している。その結果、６割から７割の割合でスリガラス状擦痕が存
在していることを明らかにしている。筆者の観察においても、消費地遺跡においても原産地遺跡にお
いてもスリガラス状擦痕が確認できる資料は、実見したうちの５割から６割強であった（第１表)。
すなわち、小畑も示したように、これらの要素は確かに鈴桶技法を特徴付ける重要なものではあるが、
すべての鈴桶技法関連資料がこの要素のみによって定義付けられるものとはいえない。
しかし、スリガラス状擦痕に見られるように、鈴
桶型石刃剥出作業時には頭部調整に対して非常に気
が配られており、これはより薄く規格的な石刃を剥
出することを意識したものであったと考えられる。
よって、スリガラス状擦痕を基本的な定義要素とし
て考えた場合、同様に頭部調整を行う間接剥離もし
くは押圧剥離によって剥離された結果として考えら
れるごく小さく丸みを帯びた頭部打面の形状も鈴桶
技法を定義づける二次的要素と考えてよいであろう。
集成対象遺跡に関しては、基本的には実見を行い、
実見できなかったものに関しては報告書の記載等を
参照した。各資料を鈴桶技法によるものと判断した
要素は、縄文時代の所産であることと、石刃状の縦
長の薄い剥片であるということである。この場合、
頭部調整の結果である打面の形状に着目し、石刃の
幅よりも小さい幅の打面を有しているものに限って
いる。折れ等によって打面の存在しない資料につい
ては、打面転移の痕跡や先端が細くなるといった鈴
桶技法特有の形状を有するものを抽出した。また、
剥片鍼は狭義の意味で捉えており、主要剥離面を有
しているものであっても、表面に石刃の特徴である
稜が確認できるものでなければ鈴桶型石刃を加工し
たものとして扱っていない。他の剥片石器に関して
も同様である。以下の論で用いているデータは、こ
のような判断にもとづいて集成したものである。
第２表縄文時代中期以降土器編年
（３）時期設定
現在確認しうる鈴桶技法関連石器出土遺跡は367
中期
船元Ｉ式
船元Ⅱ式
春日式･船元Ⅲ式
春日式･船元Ⅳ式
里木(Ⅱ.Ⅲ)式
並木式
阿高式
210OＢＣ
後期前半
南福寺ｌ式･坂の下式･西和田式
南福寺２式･中津Ⅱ式
出水式･福田ＫⅡ式
御手洗Ａ式･小池原下層式
小池原上層式
鐘崎Ⅱ式
御手洗Ｃ式･鐘崎Ⅲ式
北久根山式
西平式
太郎迫式
l600BC
後期後半
三万田式(太郎迫Ⅱ式）
鳥井原式
御領式
天城式･広田Ⅱ～Ⅲ式･大石式
古閑Ｉ式･広田Ⅳ式･貫川Ｉ式･大石式
l400BC
晩期 古閑Ⅱ式･貢IllⅡ式上菅生Ｂ式(･黒jll式）
lOOOBC
弥生早期 山の寺式･曲り田古式夜臼式･曲り田新式
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ヶ所であった。これらに対し各遺跡の出土土器型式
の時期と鈴桶技法関連資料の共伴関係を調べ、遺構
内で共伴する土器型式の時期を遺跡の時期として分
類を行った。遺構に伴わない包含層出土のものに関
しては、同一包含層出土士器のうち主体となる型式
の時期を採用した。出土層位が確認できない遺跡に
関しては、遺跡全体の出土縄文土器のうち主体型式
を遺跡の時期とした。土器型式の時期は、水ノ江和
同の北部九州の編年（ホノ江1997,20鱒）を参考に
以下のように設定した。押型文土器を中心として塞
ノ神式までを縄文時代早期、jHliB式から尾田式まで
を前期、聯島式から並木式までを中期、阿高式から
太郎迫式までを後期前半、三万田式から古閑Ｉ式．
広田Ⅳ式。貫川Ｉ式．大石式までを後期後半、古閑
Ⅱ式。貫川Ⅱ式から上菅生Ｂ式。黒川式までを晩期
とし、刻目突帯文土器の出現する時期を弥生時代初
頭とした。詳細は第２表を参照されたい。
Aｕ
託■
訂リ
,７
18
TｒＬ
１２
〒｢「
早前中後後晩弥
川期ＪＷｌｕｊ期川生
前後初
半半頭
第２図鈴桶技法関連i員跡数変遷グラフ
脂
川
郡
脂
■
10
（４）鈴桶技法の時期的展開
全関連遺跡367ケ所中、縄文時代早期に位置付吋
られる遺跡は２６ヶ所、前期は１７ケ所、中期は２ヶ
所、後期前半は８９ヶ所、後期後半は６７ヶ所、晩期
は５０ヶ所、弥生時代初頭は１２ヶ所であった。その
他の遺跡は土器型式が不明であったり、土器が出土
していなかったりしたため、時期不詳として除外し
ている。
各時期の遺跡数をグラフで示したものが第２図で
ある。遺跡は早期から前期に一定数存在し、中期に
なると極端に減少する。そして後期前半に隆盛し、
後期後半や晩期から弥生時代初頭にかけて淡第に減
少していく。この様相から考えると、鈴桶技法は早
期に出現し、中期に一度衰退しつつも後期に再度隆
盛し、そしてこの時期に最大のピークを迎えたのち
に晩期から弥生時代初頭にかけて衰退し消滅すると
いう流れが読み取れる。橘の示した前期に出現し、
中期に青まれ後期に隆盛するという説（橘1998）に
近い状況が見て取れるものの、ここで用いた資料は
全てが遺構に伴うものではなく、共伴土器型式から
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確実に時期を推定できるものばかりではない。そこで、鈴桶技法関連石器が確実に遺構または共伴土
器型式が限定できる包含層から出土している遺跡の資料に限定して遺跡数の変動をグラフで示した結
果、第３図のようになった。早期から中期までの時期には鈴桶技法の存在する遺跡は１ケ所も存在し
ない。確実に技法が出現するのは後期であり、隆盛時期は後期前半である。そして、後期後半、晩期
にかけては遺跡数が減少していく。その中でも、鈴桶技法が出現する後期前半を中心に共伴土器型式
別に遺跡数を見ていくと、第４図のようになった。このグラフから、北久根山式土器の存在する時期
に鈴桶技法がピークを迎えることがわかる。また、初めて鈴桶技法が出現する時期は坂ノ下式、南福
寺式、西和田式などが存在する時期である。このことから、鈴桶技法は少なくとも坂ノ下式等の土器
が普及した時期に出現し、その後北久根山式期に隆盛したものと思われる。これは、小畑が橘の時期
論に対して層位の問題を指摘した際に、時期的に信頼のおける層位から出土した例をもとに提示した
出現時期と同様である（小畑2003)。以下、本技法の出現・隆盛期の後期前半をＩ期、減少傾向にあ
る後期後半をⅡ期、衰退傾向に向かう晩期をⅢ期として設定する。
４．量的変遷
（１）量的分類
第５～７図は、各時期における鈴桶技法関連資料保有遺跡の分布をそれぞれに示したものである。
この場合の出土資料数とは、
〈石刃､剥片鑑､つまみ形石－－Ⅱ面面砥跡へ柏田遺跡
器（剥片鑑製作時の残津
物)、その他の剥片石器、
石核といった鈴桶技法関連
資料すべてを合計した数量
を表す。
ここで、関連資料の総数
が1000点以上の大量保有遺
跡を１類とし、１００点以上
１０００点未満の遺跡を２類、
１００点未満の遺跡を３類と
する。以上の量的分類の結
果を踏まえて、以下に各時
期別の遺跡分布から見た鈴
桶技法の時期的変遷に関す
る特徴を示す。
ｉ）１期（第５図）
分布の集中地域は腰岳を
第５図鈴桶技法関連遺跡分布（１期）
中心として主に福岡県、佐
賀県、長崎県一帯であり、
従来の認識とそれほど相異
九州の縄文時代後晩期における石刃流通一鈴桶型石刃技法について－ 1５７
はないものの、南限が現
状において認識されてい
る熊本市付近ではなく、
鹿児島県の遺跡である。
また大分県や宮崎県内に
も遺跡が分布している。
現在のところ、南端に
位置する遺跡は鹿児島県
に位置している。薩摩半
島側では南田代遺跡、大
隈半島側では柊原貝塚で
ある。このうち、柊原貝
塚においては出土点数こ
そ少ないものの、腰岳産
黒曜石を用いた端整な石
刃、つまみ形石器、石錐
とバリエーションに富ん
だ組成が見られる。これ
らの資料には実際にスリ
ガラス状擦痕も確認でき
たため、鈴桶技法による
資料といえる。このこと
から、鈴桶技法に関して
は西北九州が流通の中心
ではあったが、その流通
範囲は九州一円に達する
ものであったといえよう。
しかも、出土数こそ少な
いものの、流通の端所で
あったからといって技術
的に質の悪いものや、剥
片石器や石刃のみが単独
で流通するというような
様相は見られない。
また、Ｉ期には、原産
地遺跡である鈴桶遺跡を
中心に福岡県柏田遺跡、
山田西遺跡、熊本県太郎
－－～
草Ｉ
`Ⅶ
第６図鈴桶技法関連遺跡分布（Ⅱ期）
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迫遺跡の計３遺跡の１類遺跡が存在している。その周辺には佐賀県徳蔵谷遺跡、長崎県下谷遺跡と
いったやや規模の小さい２類遺跡が数ヶ所存在している。他の時期と比較すると、この時期は出土量
の多い１．２類遺跡が最も多く見られる時期であり、相対的に遺物の数量も最も多いと思われる。２
類の遺跡中には、離島に存在する遺跡も含まれているため、分布範囲の点から見てもこの時期は１．
２類の大量保有遺跡が最も広範囲に分布する時期であるということができる。そして、周辺には小規
模な遺跡が散在する様相が見られ、これらの小規模遺跡は柊原貝塚に見るように、南九州にまで広く
分布するのである。すなわち、１期は単に量的要素のみからではなく、鈴桶技法関連石器を有する遺
跡全体が広範囲に分布する時期であり、分布範囲的にも技法が隆盛する時期であるといえるのである。
ｈ）n期（第６図）
１類遺跡は福岡県四筒遺跡のみである。それよりもやや小規模な２類遺跡も減少し、長崎県大野原
遺跡、福岡県田村遺跡、権現塚北遺跡の３ヶ所のみとなる。このことから、相対的な流通量も減少し
ているものと思われる。また、その周辺に小規模遺跡が散在していることから、Ｉ期と同様に１．２
類に分類できる大量保有遺跡と他の小規模遺跡の存在という分布形態を保っていたとは考えられるが、
離島や南九州への分布も見られなくなり、全体的に流通範囲が狭くなったといえる。すなわち、Ⅱ期
の減少期になると遺跡数の減少のみにとどまらず、流通の規模、範囲共に縮小傾向になる。
、）Ⅲ期（第７図）
この時期の最も特徴的な現象としては、１類遺跡が見られなくなることである。大量保有遺跡とし
ては、２類に分類できる鹿児島県沖田岩戸遺跡が100点以上の保有を示すのみとなる。遺跡分布も鹿
児島県に数遺跡が存在する以外はかなり縮小傾向にある。ただし、例外的な分布を示すこの鹿児島県
の３遺跡に関しては、遺構に伴う資料が出土していないため、確実に当該時期のものとして扱うこと
はできない。
南九州の様相については再考が必要であるものの、西北九州の分布は１期と似たような様相である
といえる。この時期はⅡ期と同様に離島にも遺跡が見られず、小規模な遺跡が長崎県、佐賀県、福岡
県内に散在しているという状態である。後述するが、Ⅲ期になると遺跡内における鈴桶技法関連資料
の占める割合が減少していることから、流通だけでなく、本技法による生産がかなり縮小する傾向に
あったと考えられる。
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四筋追跡（ⅡjW）
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（２）遺跡分布から見た量的変遷
関連遺跡数から見てみると、技法の出現は後期前半（Ｉ期）の坂ノ下式期であり、隆盛時期も後期
前半（１期）の北久根山式期である。そして、Ⅱ期からⅢ期に遺跡数は減少し、技法衰退に至る。こ
れを分布と対照させてみると、同様の変遷過程が見られる。１期においては、１．２類の大量保有遺
跡数が多く、相対的な流通量、流通範囲共に最大規模である。しかし、Ⅱ期においてはそれらの遺跡
数は減少し、流通範囲も狭くなる。Ⅲ期に至っては、大量保有遺跡は見られなくなり、３類に分類さ
れる程度の数量を保有する遺跡が散在するのみとなる。それに加え、分布範囲も格段に狭くなる。ま
た、遺跡内出土資料中に占める鈴桶技法関連石器の割合も、１期の柏田遺跡、山田西遺跡においては
高いが、Ⅱ期の四箇遺跡、田村遺跡、Ⅲ期の小柳遺跡、周船寺遺跡においては減少が見られる（第
８図)。すなわち、遺跡数、流通量、流通範囲、石器群中に占める割合において同様の変遷が見られ、
１期に技法が出現し、隆盛期を迎え、Ⅱ期に減少、Ⅲ期に至って衰退するという鈴桶技法の時期的な
状況はまず確実なものであるといえるのである。
５．製作技術的変遷
（１）石刃の形状
技術的な側面から示される石刃の変化に関して、小南裕一が集成資料の形態面から検討を行い、時
期的な変遷を述べている。それによると、技法出現期から後期末段階までは長さ６ｃｍを超えるよう
な端整な石刃が得られているが、晩期段階になると６ｃｍを超えるような石刃が剥出されることはな
いという。また、石刃の剥離方向に関しても、後期中葉段階までは上下２方向からの剥離痕が認めら
れるものが６割程度を占めているものの、後期末段階以降になるとｌ方向からの剥離痕が認められる
ものが極端に増加する現象が認められるという（小南2006)。実際に後期後半以降の遺構から出土し
た完形石刃に対して、長さに関する検討を行った結果、多少例外は見られるものの、三万田式期の遺
跡出土石刃は６ｃｍを超えるような長さの石刃が見られ、御領式期以降の遺跡出土石刃は６ｃｍを超
えるものはほとんどないことを確認した。また、石刃の剥離方向に関しても小南の結果とほぼ同様の
現象が見られる。よって、技法が衰退に向かうにつれて、石刃の形状も短くなり、打面転移もあまり
行われなくなるといえることから、技術そのものもやや簡略化する傾向にある。
（２）頭部調整
石刃の形状自体に技術的変化が見られる一方で、鈴桶技法を特徴づける頭部調整についてはやや異
なる状況が見られる。Ⅲ期の遺構出土石刃の頭部調整に着目して観察したところ、資料数は少ないも
のの、細かい頭部調整が施されている資料は多く、鈴桶技法に特徴的な丸みを帯びた小さな打面を有
しているものがほとんどである。
技術的側面から見た結論としては、鈴桶技法はⅢ期において量的には衰退傾向が見られるものの、
技術的にはそれほど変化せずに連綿と継続していたものと思われる。しかし、頭部調整に非常に気を
配っている鈴桶技法の中にあって、一部には打面がやや大きく残っている資料も存在していること、
長さがやや短くなっていることから、少しずつではあるが技術的な変容が見られることも事実である。
このような技術的側面から考えると、一部に技術的衰退は見られるものの、Ⅲ期におけるような石
刃も鈴桶技法の範祷に含まれるものであると捉えられる。そのため、同時期に存在する他の不定形な
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剥片とは異なる属性を持つ石器として区別して考えるべきであろう。
６．各遺跡における質的構造
鈴桶技法関連資料は石刃、剥片鍼に代表される石刃を素材にした剥片石
器、剥片鍼製作時の残津物であると考えられるつまみ形石器のような製品
製作関連遺物（第９図：工程３上部側がつまみ形石器)、石刃剥出時に生
じる石核とクレステッドフレイクなどの石刃製作遺物によって構成される。
石刃製作関連遺物が出土している場合、少なくとも石核が存在していれば、
原石あるいは石核の状態で遺跡に搬入された可能`性がある。すなわち、遺
跡内において石刃製作が行われたという根拠となる。また、つまみ形石器
が存在しているということは、素材となる石刃の搬入形態は別としても、
遺跡内で剥片鎌（剥片石器）の製作が行われたということになる。よって、
ｌ遺跡内におけるこれらの資料の構成を求めることによって、その遺跡が
生産・流通のどのような段階に存在していたかが理解される。また、これ
らの資料は、各遺跡によって異なった構成が見られるため、各遺跡間の差
異によって技法の段階的な流通の様相にもアプローチすることが可能とな
る。
（１）遺跡分類
１期からⅢ期の各時期の遺跡のうち、遺構と共伴する遺跡を抽出した上
で、それらを対象に原石搬入を示しかつ石刃製作を示すクレステッドフレ
イク、原石搬入かどうかは別としても石刃製作を示す石核、剥片鑑（剥片
石器）製作を示すつまみ形石器、素材と製品の存在を示す石刃と剥片錐の
あり方を検討する。ここでは、石刃製作を示す資料を含め、全種類の資料
を有する遺跡をａ類とし、石刃製作関連遺物は有しないが、剥片石器製作
を示すつまみ形石器を有している遺跡をｂ類、製作段階を示さない石刃ま
跡をｃ類とする。また、各遺跡によって関連資料の出土総数が異なるため、
鯵蓬
輔憲
第９図剥片鍼製作工程
復元図（片岡
1970より転載・
一部改変）
たは剥片鑑のみを有する遺 連資料の出土総数が異なるため
量的分布の分析にも用いた分類と同様に1000点以上の資料を有する遺跡を１類、１００点以上１０００点未
満の資料を有する遺跡を２類、保有資料が100点未満の遺跡を３類として区別する。
以上を踏まえて、各抽出遺跡の様相を示したものが第３表である。
（２）時期別構成（第３、４表）
ｉ）１期
１期に該当する遺跡は15遺跡である。ａ１類に分類できる遺跡は柏田遺跡、山田西遺跡であり、ａ
２類に分類できる遺跡は存在しない。ａ３類に分類できる遺跡は、石核を有する午戻遺跡のみである。
ｂ１類の遺跡はなく、ｂ２類に属する遺跡は下谷遺跡のみである。ｂ３類に分類できる遺跡は正福寺
遺跡をはじめとした６遺跡である。ｃ１類、ｃ２類に分類できる遺跡はなく、野多目拍渡遺跡をはじ
めとする残りの５遺跡がｃ３類に属する。
本期の特徴的な点は、午戻遺跡を例外とするものの、石刃製作、剥片石器製作、素材と製品をすべ
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第３表各遺跡における製作段階を示す資料
時期 遺跡名 土器型式 総点数
消費地製作
ｸレステッド
フレイク
消費地製作
可能性
石核
製品製作
つまみ形
石器
素材＆製品
石刃 剥片鑑
1期
野多目拍渡遺跡
有田遺跡
下谷遺跡
正福寺遺跡
中原・ヒナタ遺跡
山崎遺跡
石町遺跡
中村石丸遺跡
江辻遺跡
柏田遺跡
山田西遺跡
都原遺跡
手崎遺跡
午戻遺跡
楠田遺跡
坂ノ下式
坂ノ下式
坂ノ下式．
北久根山式
北久根山式
北久根山式
北久根山式
北久根山式
北久根山式
北久根山式
北久根山式
北久根山式
北久根山式.
西平式
西平式
太郎迫式
太郎迫式
５
1３
149
2５
3５
９
７
５
3８
1622
1485
３
３
2２
４
２
９
２
９
４
９
２
２
２
７
539
548
８
３
６
５
４
2０
２
３
３
2８
842
252
３
２
９
４
２
７
2５
1７
６
５
２
３
239
676
３
Ⅱ期
千里シビナ遺跡
四箇遺跡
野多目Ａ遺跡
伊坂上原遺跡
脇山Ａ遺跡
高田遺跡
向田遺跡
金立開拓遺跡
古閑北遺跡
原の東遺跡Ｉ区
笹隈遺跡
三万田式
三万田式
三万田式.
広田式
三万田式～
御領式
御領式
御領式
御領式
御領式
天城式
広田Ⅳ式
古閑式
7７
405(1113）
1１
８
５
４
３
１４
８
１
７
６
3６
３
１
２
２
6２
332
８
８
３
１
３
５
５
１
９
3７
２
２
７
３
５
Ⅲ期
小柳遺跡
高柳遺跡
上池田遺跡
綿打遺跡
本川原遺跡
黒川式
黒)||式
黒川式
黒川式
黒川式
1３
１
７
３
３
1
１
３
３
３
１
１
３
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第４表分類対応表
ａ１類ｄ２類ａ３釦ｂ１類ｂ２類ｂ３類１頬ｃ２類ｃ３類
て有する遺跡は、他遺跡と比較してはるかに多くの点数を保有しているという点である。また、資料
構成の様相が剥片石器製作段階から非製作段階へ向かうにつれ、資料点数が減少するという状況が見
られる。すなわち１期においては、石刃製作段階から全ての`性質を有する遺跡と膨大な保有量の特徴
的な遺跡が重複して少数存在し、その他を剥片石器製作段階の遺跡と非製作段階の少数保有の遺跡が
占めるという遺跡別に構造的な様相が見られる。
ii）Ⅱ期
Ⅱ期に該当する遺跡は11遺跡である。ａ類に属する遺跡はなく、大量保有遺跡はｂ１類に属する四
箇遺跡のみとなる。ただ、囚箇遺跡に
唾おいては､腰岳産黒曜石製の石刃製作関連遺物は存在しないものの、腰岳に
ｆ剥片〉 近し､多久産のサヌカイトを用し､た石刃(鈴楠技法〉／【不定)ｉ囮 石核が存在している。よって、四箇遺
跡は様相がやや異なるものの、ａ１類四に属するものとして考えてよいである
やう。他の遺跡については、１期と同様
原産地過跡
蝋Ｌ～－匹 □原石△イガ核○石刃●剥片石器○不定形剥片 にｂ３類とｃ３類に集中する様相が見られる。このような様相から、点数や遺跡数からやや規模は縮小するが、Ｉ必田』Lli1H:k/EEiil菫霊iIJ歴Ｕ…聰…師冒構…k＆
③好侭
１類 ａ 2類 ａ 3類 ｂ１類 ｂ２類 ｂ３類 Ｃ 1類 Ｃ ２ Ｃ ３類
Ｉ
期 柏田遺跡
山田西遺跡 午戻遺跡 下谷遺跡
正福寺遺跡
中原・ヒナタ遺跡
山崎遺跡
石町遺跡
中村石丸遺跡
野多目拍渡遺跡
有田遺跡
都原遺跡
手崎遺跡
楠田遺跡
Ⅱ
期 四箇遺跡
(ａ１類）
千里シビナ遺跡
野多目Ａ遺跡
高田遺跡
金立開拓遺跡
笹隈遺跡
伊坂上原遺跡
脇山Ａ遺跡
向田遺跡
古閑北遺跡
原の東遺跡Ｉ区
Ⅲ
期 小柳遺跡
上池田遺跡
高柳遺跡
綿打遺跡
本川原遺跡
九州の縄文時代後晩期における石刃流通一鈴桶型石刃技法について－ １６３
ち、石刃製作段階にある遺跡は存在せず、ごく少数の石刃を利用した剥片石器製作が行われていたと
考えられ、Ｉ.Ⅱ期とは全く異なった様相が示されるのである。
（３）生産・流通体制
ここで注目すべきは、Ｉ期の製作段階と保有数の関係である。１期においては石刃製作段階から段
階の全ての要素を有する遺跡と保有点数の多い遺跡がほぼ重複する。これらの遺跡では、他の遺跡と
比較した上で保有量から考えて、原産地から直接的に搬入が行われたと考えてよい。これも含め、そ
れらの遺跡においては以下に示すようないくつかの搬入、生産の様相が想定される。①黒曜石の原石
または石核の状態での搬入があり石刃製作が行われた。②原産地で製作された石刃が搬入され、剥片
石器製作が行われた。③原産地で剥片石器に加工されたものが搬入された。石核の量から考えると、
①の量は少ないと思われるため、ほとんどは②あるいは③の状態で搬入されたと思われる。しかし、
①の搬入形態は他の遺跡には存在しない特徴的な要素であり、重要な着目点である。
このように特徴的な遺跡の存在から、それらが鈴桶技法における生産、流通において中心的な役割
を果たした遺跡であった可能性を考えることができる。中心となった遺跡と他遺跡との直接的な関係
を求めることは困難であろうが、他遺跡の限定的な製作段階と出土点数を含めて考えると、１つの生
産、流通のモデルを推定することができる（第10図)。原産地遺跡から①②③の形態で中心的役割を
有したいくつかの遺跡に石刃等が流通し、さらにその遺跡から周辺の遺跡に石刃、剥片石器が搬出さ
れた。この場合、石核を有するが出土点数の少ない遺跡も存在することから、中心的役割を有した遺
跡から石核の形態で搬出が行われた可能性もある(3)。
これに加え、各遺跡においては鈴桶技法関連資料の他にも不定形剥片やこれを素材とした剥片石器
が出土しており、鈴桶技法のような規格的な石刃を生産する以外にも異なった剥片生産・流通の様相
が考えられる。この様相を特徴付けるのは、鈴桶技法と同様に腰岳産黒曜石が用いられていることと
多くの遺跡において原石、石核が出土しているということである。すなわち、不定形剥片の生産では、
鈴桶技法において中心的役割を有した遺跡のみではなく、それ以外の少量保有遺跡においても原石の
直接搬入が行われていたと考えられ、各遺跡で剥片生産が行われていたという様相が推定できるので
ある（第10図)。
このモデルを前提として、Ⅱ期の様相について見ていくと、遺跡数と各遺跡の保有量が減少するも
のの１期と同様の様相が見られる。すなわち、規模の縮小はあるものの依然として１期と同様の生
産・流通体制が続いていたと考えられる。
最後にⅢ期について見てみると、Ⅱ期よりもさらに規模が縮小することに加え、石刃製作を示す遺
跡は全くなく、剥片石器製作を示す遺跡も減少している。このことから、１期からⅡ期にかけて継続
していた中心的役割を有した遺跡を中継した生産・流通体制は、Ⅲ期になってほとんど崩壊したと考
えられる。また、石刃製作の痕跡が見られないことと、技術的側面の部分で述べたように石刃の形態
に大きな衰退が見られないことから、石刃は原産地で生産され、原産地から中心的役割を有した遺跡
を介せずに各遺跡に直接的に流通していたと考えられる。その一方で、不定形剥片ならびにこれを素
材とした剥片石器の数量は増加する傾向にある（第８図)。このことから、Ⅲ期になると鈴桶技法が
衰退するに伴い、不定形剥片生産の比重が増加する状況があると考えられる。
以上のように、１期からⅡ期にかけては生産地から中心的役割を有した遺跡を経由して、消費地へ
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分配Ⅲ）されるという生産、流通の体制が推定されるものの、Ⅲ期になるとその体制は崩壊していく
という変遷過程を追うことができる。
（４）「中心地的遺跡」の存在
鈴桶技法における生産・流通体制は、レンフリューの示した中心地理論と非常に類似している。中
心地理論によると、流通過程において次第に物資の量が減少すると考えられる中で大量保有遺跡が存
在する場合、その遺跡を中心地遺跡として物資を集め、再分配を行う体制があったと考えられるとい
う（常木1991)。この場合、中心地遺跡で物資の再分配に携わる専業組織が存在することが前提と
なっている。しかし、鈴桶技法における中心地的役割を有する遺跡からは、石刃の集積遺構などと
いった専業的な物資の収集に関連する遺構は検出されていないため、物資の再分配を行うような専業
組織の存在は現段階では実証できない。しかし、専業組織の存在は別としても、中心地理論と似たよ
うな生産・流通体制であると考えられるため、ここでは鈴桶技法の生産・流通体制において中心的な
役割を有していたと思われる遺跡を仮に「中心地的遺跡」として位置付けておきたい。この遺跡は、
原産地遺跡から供給された石刃の消費地遺跡への分配を行うとともに、原石や石核も搬入され、石刃
の製作、剥片石器の製作、それらの使用までを行う生産地と消費地両方の`性格を有している。
また、このような石刃流通の様相は、従来考えられてきた旧石器時代的様相とは異なっている。旧
石器時代における石刃流通では、原産地から離れるにつれて石刃の形状が短くなること（梶原1991、
綿貫1992)、遺跡内における保有量が減少していくこと（芝2005）が示されている。しかし、中間地
的遺跡の存在や、原産地から最も離れた場所に立地している中心地的遺跡である太郎迫遺跡において、
原産地で見られるものと同様の整った長い形状の石刃が存在していることなどから、旧石器時代的な
流通様相とは異なっている。これは、石器の動きが直接人間の動きを示す遊動的な旧石器時代の様相
に対して、定住的な生活によって生じるものであるため、縄文時代的様相として捉えることが可能で
ある。
７．おわりに
鈴桶技法の様相を時期的、量的、技術的、質的構造の各側面から見ていくことによって、技法の生
産．流通体制を復元した。この中で、Ⅲ期における本技法の変容要素とはどのようなものであるかと
いう点に疑問が残る。
時期的検討の結果、本技法が隆盛期を迎えるのは縄文時代後期前半である。この時期は、狩猟採集
経済が主体と考えられている時期である。一方で、次第に栽培農耕が増加する後期後半から晩期にな
ると、鈴桶技法は衰退傾向に向かう。このことから、「特定道具の生産＝特定生業への適応の結果と
理解するよりも、石器製作に省力化を必要とする社会的状況に対して、刃器であるとともに各種石器
の素材として加工に手間のかからない石刃を利用することによって対応したもの（小畑2007)」とい
う解釈があるように、鈴桶技法は特定生業への対応というよりもむしろ社会的要因の中に位置付けら
れるべきである。その要因として、現段階では直接的な変化要素を限定することはできない。現段階
で考えられる可能性としては、狩猟採集社会から栽培社会へと比重が移っていくに従って定住化が促
進されることによって土地利用形態が変化し、集団の領域の固定とともに集団間の関係が変化して
いったことから、それ以前の鈴桶技法に関連する集団関係が崩壊していったことが想定される。この
九州の縄文時代後晩期における石刃流通一鈴桶型石刃技法について－ 165
問題については、今後鈴桶技法関連資料のみでなく、他の剥片石器の石材利用状況など総体的な集団
関係に迫るような研究を行うことが必要である。
注
1）鈴桶技法によって生産された石刃の石材に腰岳産黒曜石が用いられるが、各地で鈴桶技法と同様の技
術によって製作されたと考えられる、他石材（多久産安山岩、姫島産黒曜石、針尾産黒曜石）が用い
られた石刃や剥片鑑が出土している。これらには、量的にも分布的にも腰岳産黒曜石ほどの広がりは
見られないが、当該時期における剥片石器生産体制の一部として捉える必要がある。
2）横田は、鈴桶技法が先土器時代の技法であると誤って判断した根拠として、出土層位が赤土層であっ
たこと、土器がまったく出土しなかったこと、ナイフ形石器が出土したこと、刃器技法が非常に整っ
ていたために先土器時代のものであろうという先入観が強かったことなどを挙げている。
3）午戻遺跡は、佐賀県伊万里市に立地している。ここは鈴桶技法に用いられている黒曜石の原産地であ
る腰岳に近いため、原産地から直接搬入が行われた可能性もある。
4）ここでは、生産地から中心的役割を有した遺跡を経由した消費地遺跡への単一方向の流通という視点
から、便宜的に「分配」という語を使用している。しかし、実際の流通は一方的な配布行為ではなく、
遺跡間における交換という意味合いが強かったと考えられる。
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Reconstruction of Blade Production and Distribution System in the Late
to Latest Jomon ,Kyushu.
About "the Suzuoke Blade Technique"
Kamikawa Megumi
In the Late to Latest Jomon, a unique Neolithic blade technique, named "the Suzuoke Blade
Technique" appeared in the Kushu region. Many blades and tools produced by "the Suzuoke Blade
Technique", that were produced mainly in the production (quarry) site on the Kosidake Mountain, one
of a high quality obsidian sources in Northern Kyushu, were distributed all around the Kyushu Island.
Therfore, searching and clearing production and distribution system of "the Suzuoke Blade Technique"
lead to understand the social relationship between the regional groups in the Late to Latest Jomon.
In order to clarify the system this paper discusses a change of technique, distribution and tool
composition per the sites and through time, based on the scrutinized data. As the result it is cleared the
existence of "the Intermediate sites" played the important role in the distribution and the product in
"the Suzuoke Blade Technique".
